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共同活動の取組状況 

取組面積（ha） 

市町数 活動組織数 計 田 畑 草地 

25 332 28,103 24,549 3,513 41 

復旧活動の取組状況 

○ 活動組織数は全国 25 位、取組面積は全国 15 位  （46 道府県）

取組面積（ha） 

市町数 活動組織数 計 田 畑 草地 

6 35 4,287 3,552 735 0 

○ 活動組織数は全国 3 位、取組面積は全国 3 位  （７県）

【 向上活動支援交付金 】　平成 23 年度と比較して活動組織数が 2.3 倍、面積 4.1 倍と拡大している。他県での取
 組み率が本県を上回る増加となっている。全国から見た対象農用地面積に対する取組面積比率は、全国平均で8％、 
 関東管内は 6％、栃木県は 7％となっている。

【 復旧活動支援交付金 】　平成 24 年度から活動を実施。全国では、岩手県、宮城県、福島県、千葉県、長野県、
  新潟県、栃木県で取組み。本年度事業の最終年度となる。

【平成２４年度における実施情況】

　共同活動は、318組織、取組面積は、26,583ｈa  ・　向上活動は、139組織、取組面積は、9,855ｈa・
　 復旧活動は、  35組織、取組面積は、  4,287ｈaです。

　【  共同活動支援交付金  】　新規採択 59 組織、二期対策の採択を見合わせた地区（105 組織）で 332 組織が活動を
        実施した。取組面積は、28,103ｈa です。全国から見た対象農用地面積に対する取組面積比率は、全国平均で
　　34％、関東管内は 17％、栃木県は 27％となっている。

取組面積（ha） 

市町数 活動組織数 計 田 畑 草地 

18 120   7,245   6,502   742   0 

向上活動の取組状況 

○ 活動組織数は全国 21 位、取組面積は全国 16 位  （45 道府県）

平成２５年９月〔 栃 木 県 農 地・水 保 全 管 理 支 払 交 付 金 通 信 〕

【 第 18  号 】

【活動状況】

【平成２５年度における実施状況

　活動参加人数、活動時間ともに、基礎活動に約 7～ 8割の人数、時間が掛かっている。
　また、活動区分毎の参加状況では、基礎活動で農業者が約 8割、非農業者が 2割となっている。
　農村環境保全活動で農業者、非農業者ともに約 5割であった。

活動区分別加入数の割合 活動区分別活動時間の割合
参加人数の内訳

     （基礎活動）
    参加人数の内訳

（農村環境保全活動）

農村環境保全
活動　32％

基礎活動　
68％

基礎活動　
76％

農村環境保全
活動　24％

農業者
　76％

農業者以外　
　　　24％

農業者
　47％

農業者以外　
　　　53％

　　　　　　　２期対策から実績報告に参加者人数及び活動時間の記載がなくなったため、実施している
　　市町の中から抽出して参加人数等の確認を行った。本年度は、Ｏ市の状況について確認した。

活動の延べ「参加人数」

「時間数」の状況

19,423 人

58,263 時間

9,291 人
18,230 時間

農村環境向上活動基礎活動

活動時間

参加人数

述べ活動時間　　　76,493 時間

延べ参加者数　　　28,714  人　このような背景から、今後の活動の充実に向けて、非農業者の増々の参加促進が求められます。
　農業や農村風景など将来の担い手に伝承するため、まずは、自ら仕組みや体制強化について
　検討しましょう。



 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だより１３号から、向上活動の具体的な工事の進め方について、連
                                                                                           載しています。前号までは、水路工事における布設（丁張りから掘削・ 
     床掘り、資材搬入、製品の据付、埋戻し）までを具体的に紹介しました。
　    今回は、水路施工における 「検査」 について紹介します。外部発注による工事では、施工業者に対して施工に当たっ
　ての工程管理、出来形管理及び品質管理を適正に実施するため施工管理の基準を定めたものがあります。この出来形
　や品質を確保するため、各施工段階に行う検査についての確認事項（施工のポイント）を下記に示します。
　　なお、外部発注（外注）の完成検査は、工事目的物が契約図書に定められた 出来形や品質等・出来ばえを確保して
    いて、発注者として受取り、その代価を支払ってよいか確認します。また、自主施工の場合は、工事目的物の出来形

   や品質等・出来ばえが確保できているか確認します。
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※1規格値は、設計値と出来形測定値、　
　試験値との差の限界値であり、測定・
　試験値は全て規格値の範囲内になけれ
　ばならない。

　○資料確認

新設

既設
（ 地下水集水の機能として存置）

新設

◆向上活動成功のポイント！

《 完成検査時の注意 》

　○現地確認検査

準備工

測量・計画

①丁張設置

②掘削・床堀

事前調査

③基礎処理工

④水路設置

取水口設置

⑤埋戻し、締固

　完　　成

④水路設置

確認事項

　埋戻し土・転圧状況（機械・回数）

⑤埋戻し ・ 締固

　出来形の検査は、U字溝の基準高・

中心線のズレ・施工延長などの出来形
寸法が規格値を満足しているか確認し
ます。
　品質の検査は、基礎材・埋戻し材・
コンクリート二次製品などの資材の品
質が規格値を満足しているか確認しま
す。
　出来ばえの検査は、全体的な外観（仕
上げ面、通り、すり付けなど）を実地
で観察や確認し、機能面（コンクリー
トのクラック・埋め戻し部分の施工の
良し悪しなど）を判定します。

③基礎処理工

確認事項

　資材・基礎幅と厚・高さ・凹凸

②掘削 ・ 床堀

確認事項

　掘削幅と深さ（高さ）・凹凸　

※施工段階ごとにしっかり記録を取りましょう。外注の場合は、監督者として立ち会いましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　品質の確認をします。その他関係資料を準備しましょう。
　1）品質では、基礎材・二次製品（コンクリート水路）など、品質証明書により確認します。
 　①自主施工の場合は、見積もり書類（資材購入・機械リース代など）、工事記録（作業日報など）などを確認。
　②外注の場合は、見積もり書類や工事業者から工事関係資料（工程表・材料・写真・管理調書・自主検査等）一式を受取り内容を確認します。

水路施工の手順と確認検査
※1

確認事項

   法線（敷地境界）・勾配・取水口の位置

確認事項

　法線・勾配・取水位置・タイト

出来形測定　延長の計測
品質　規格寸法の計測 出来形測定　高さ計測

出来ばえ　外観と機能
　埋戻し・締固・流れ・漏水状況

お知らせ！！

　ア）更新を行った際は、財産管理台帳を作成し添付しましょう。
　イ）関係資料の保管は、対策終了後５年間保存します。　
　ウ）外注の場合は、完成通知（請負業者）から 14 日以内に検査を実施しましょう。また、検査合格の際は、請負代金の支払と工事目的物の引渡　
　　　しを行います。

《 完成検査後の留意事項 》

　　　　　　　　　　　　「出来形」と「品質」・「出来ばえ」を確認します。
　1）出来形では、設計数量と施工延長 ・面積等の数量 ・高さを確認します。
　　 外注の場合は、契約書にある水路の施工延長や道路の舗装面積が設計
　 　数量に対して不足していないか確認します。
　2）品質では、製品の規格（幅・高さ・長さ）・JIS 製品などを確認します。
　3）出来ばえでは、水路製品ワキの陥没や沈みを確認しましょう。水路の両側の埋戻しや転圧が均等に行われ
　　ていないと、漏水の原因やバランスを崩して水路が転ぶことがあります。
　　※完成検査の立会い記録として、現地での測定写真・作業日報など記録しましょう。  

（仮称）農地・水保全管理支払交付金に係るフォーラムの開催について
平成 26年 2月 6日 （木）　宇都宮文化会館大ホールに於いて　

生きものマップの表彰式と農地・水保全管理支払交付金の活動を一般県民へ理解促進を行うためフォーラムを
開催します。活動組織以外の方もお誘いいただきふるって参加ください。

①丁張設置
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　共同活動を通じて、県内各地域で様々な取組が展開されています。
　そこで、活動組織間の情報共有と組織運営の充実に役立てていただくため、地域の
　　　　取組成果やこれまでの苦労話、今後の抱負など紹介します。
　　　    今回は、小山市の 「黒本用水の郷」 を紹介します。

会長からの一言 　高瀬　孝明

　黒本用水の郷は、黒本本田に隣接する・河原・      
向大内川の 3集落から構成されています。
　環境面では、集落間を繋ぐ交通や環境美化活
動を実施するための農道路肩確保の改修工事が
いち早く整備ができました。
　また、生き物調査とあわせてエコアップ活動
に力を入れております。土水路からコンクリー
ト水路への 更新時には、地域を一体的に勘案し
て環境に配慮した「淀み水路」等も取入れて工
事を行っていきたいと考えております。

　 黒本用水の郷は、一期対策の「黒本本田」と「黒本アカシヤの里」が合併
した組織です。当地区は、学区・消防団などの地域のまとまりと農業用水を
通じての関連が強く、耕作者が出入りしていることから２期対策では、一体
的に取組むことで同意が得られました。
　地域では、合併がきっかけとなり①農用地の草刈
やサルビア・アジサイ等の景観形成について地域全
体の計画となりました。また、集落を超えた意見が
あがり将来の農村風景に話が盛り上がりました。
　②施設管理面では、水系による広域的なまとまりとなったことから土地改
良区の積極的な指導により施設管理台帳の整備が出来ました。計画的な水路
の泥上げやＵ字溝・ゲートなどの補修による施設の長寿命化とストックマネ
ジメントに繋がっています。
　また、水路の更新等では、改良区による事務支援や工事に関するとりまと
めを行うことで、資材購入や借り置き場・業者選定などの煩わしさから開放
されるともに、地域全体の整備計画と実施が行えるようになりました。
　③農地・水・環境を守る担い手を育成するための活動では、子供が少ない
という問題がありました。今では、子供の取り合いや参加回数などが抑えら
れ子供への負担が軽減されています。
　今後も、地域の小学校等と連携して「自然と
のふれあい田んぼの学校」・「生きもの調査」・
「稚魚の放流」など環境保全活動を実施して、
子供達に農業や環境の大切さ・親しむ心を育
てていきます。

　 　 今回から栃木県指定１６種について、地域で活躍される皆様の知識力向上　

　を図るサポートとして、１６種の 特徴をシリーズに紹介していきます。

　学名の Oryzias latipes（オリジアス ラティペス）は　
“幅広いヒレをもったイネの魚”という意味。

メダカ （絶滅危惧種　Ｂランク）

生きもの調査指定１６種の同定精度向上

新シリーズ

　メダカはイネとともにいる魚からきている。
　英名では「ライス・フィッシュ」と呼ばれている。
　水面ギリギリがおもな生息場、だから頭から尾ビレま
でが一直線！。比較的水質の汚濁に強く、水温４℃～３
０℃まで耐えられる。
    産卵は、水温が１８℃で始まり、生まれた子が、その
年に産卵するものもいる。
　産卵に必要な水草の減少や農薬使用などにより、強い
はずのメダカが絶滅危惧種（Ｂランク）となっている。

メダカ里親の会

メダカの特徴

“放流に注意”

　 魚の稚魚を総称してメダカと呼ぶところもあります。
　  ・全長３～4ｃｍ・他の魚に比べて目が高いところにある。
      ・口が上向きについている。
      ・色は、生息場所の色に合わせて変化する。
　　（明るい容器では白っぽく、砂利・土では黒っぽく）
      ・メダカには上から見ると背中に薄い黒い筋がある。
　　（類似魚のカダヤシにはこの筋がありません）
　
　 昼行性で群れで生息し、緩やかな流れに頭を向けて水面近くを泳いで
 います。自然界での寿命は１年と短い。

同定力向上のためのワンポイントとして

　野生のメダカは、すんでいる場所によって遺伝的な特徴に
違いがあることが確認されています。他の場所で捕ったメダ
カや飼育していたメダカを放流してしまうと、もともと地域
ごとに違いのあった遺伝的な特徴を乱すことになってしまい
ます。
　メダカに限ったことではありませんが、放流を行う場合は
、専門家などに相談して、慎重に行いましょう。

事 務 局　　 宇都宮市平出町 1052-8　中茎方
（問合せ先）   Tel・Fax  028-663-2554
                　　 Email : medaka-satooya@nifty.com

　栃木県内の野生メダカの生息地区数は、41ヶ所あります。
メダカ生息についての情報は、下記のところからも確認でき
ます。

活動組織からの声 

協定農用地 対象農用地 
田  4，625 a  4，625 a
畑       933 a       933 a

草地 － a

計  5，558 a  5，558 a

開水路 16.32ｋｍ パイプライン    0.2ｋｍ

農  道 12.69ｋｍ ため池           - 箇所

農業用施設

  黒本用水の郷  

 対
象
と
な
る
農
村
資
源 

（栃木県農地・水・保全環境向上対策推進協議会
　生きもの調査アドバイザー）

　URL：http://homepage3.nifty.com/medaka-satooya/
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「美の里づくりコンク-ル」で農林水産省農村振興局長賞を受賞

 那須塩原市　三区町環境保全隊

    平成 25 年 3 月 19 日、東京都千代田区にある「主婦会館プラザエフ」
に於いて、受賞団体の活動報告会と表彰式が行われました。
    今回の受賞を地域住民の皆さんとともに喜びを分かち合い、活動のさ
らなるレベルアップを図っていきたいと思います。混住化が進む農村地
域の中で、農業者と非農業者が一体となった “人と人とのつながり” を
構築し、“地域の協働力” を一歩一歩着実に高めるための活動として、生きもの調査・田園ウォ -ク・景観形成のた
めの植栽・子供会育成会との連携による那須疏水の施設見学と歴史の学習・工夫された広報・啓発活動など、農業者
と非農業者が共に参加できる企画とバランスのとれた活動を実施していることが高い評価を受けました。

「とちぎ元気な農業コンクール」の受賞組織 

　姿川環境保全会の活動では、① 生きもの調査は、年々、参加者数が増加
し、平成 24 年７月の参加者は約 350 名。② 小学校の農業体験、幼稚園で
パネル展示等、農業・環境の理解促進にも取り組む。③ 「姿川田んぼまわ
りの生き物図鑑」の配布など、啓発活動も実施。④ 農業面では「特別栽
培米」、「環境保全型農業カバークロップ」等に取り組む。⑤農村ならではの体験を検討するなどの将来構想も有する。
農業を足場にして、すばらしい活動を展開しています。平成 24 年度には、ＪＡ宇都宮西部営農経済センター「Ｊ
Ａアグリスクール」、とちぎ青少年センター「子どもわくわく体験教室」と連携し田植え体験・生きもの調査・稲
刈り体験を実施しております。さらに、姿川地域まちづくり協議会自然環境・生活環境部会の構成団体としてクリー
ン作戦に参加するなど幅広い活動を行っている点も評価されました。

　宇都宮市　富屋西部ホタル愛護会

　　農村環境保全向上の部、とちぎ元気大賞として栃木県知事賞

　　ホタルに特化した取組は、地元資源の活用として良い取組となっています。
　    特徴的な点は、①ホタルの生息環境を整えたこと、②人工飼育、③児童たちに
    ホタルの飼育、観察をさせるなどがあげられます。
　    学校の授業との連携は、将来の担い手となる子供たちが大人になった時に
　地元を大切にする心の醸成に繋がっていくことから、将来をとらえたすばらしい取組です。

  那須町　たぬきの郷を守り隊

  特別賞 栃木県協同組合中央会長賞

　　ひまわり畑 ( 転作田 35a に約 1万本を
　植栽 ) を活用した「ひまわりまつり」や、
　地元育成会との連携、減農薬・減化学肥
　料栽培米 「たぬっこ米」など、様々な取
　組が評価されました。

各活動組織におかれましては、受賞おめでとうございます。
皆さんの農地・水の保全活動がさまざまなところで評価されています。

<<各種受賞組織の紹介>>

（講評より抜粋）
宇都宮市　姿川環境保全会

とちぎ元気大賞として関東農政局長賞・栃木県知事賞　　　

  小山市　迫間田の郷

  特別賞 下野新聞社長賞

　　水田を活用したビオトープの設置
　や遊休農地を活用した菜の花、ひま
　わりの作付け、古代米の栽培、ふゆみず
　たんぼなど、様々な環境保全活動と農家、
　非農家の参加が行われている点が評価さ
　れました。

  益子町　上山資源保全会

  特別賞 栃木県協同組合中央会長賞

　　集落営農組合とともに、農業者以外の
　団体（自治会、子供育成会、水利組合、　
　老人会）と農村環境を維持する取組が行
　われています。保育園、小・中学生等に
　よる農業体験学習や、益子町の花博と連
　携を通した活動が評価されました。


